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㉔ 理化学研究所

9. 大学の動向

9.1 概要

9.2 開発動向

① 東北大学、東京工業大学

② 大阪大学
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① 1QB Information Technologies（1QBit）

② Amazon Web Services

③ フィックスターズ

④ QunaSys

⑤ Cambridge Quantum Computing（CQC）

⑥ IQM Finland（IQM）

⑦ テラスカイ

⑧ 伊藤忠テクノソリューションズ

⑨ Jij

⑩ ABEJA

⑪ Nextremer

⑫ グルーヴノーツ

⑬ blueqat（旧 MDR）
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⑮ シグマアイ
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① 三菱ケミカル

② 三菱ケミカル、日本アイ・ビー・エム、JSR、慶應義塾大

学

③ 旭化成

④ 東レ

⑤ JSR

⑥ QunaSys、PsiQuantum、JSR

⑦ BASF

⑧ レゾナック（旧; 昭和電工）

⑨ トヨタ自動車

⑩ 日本ゼオン

⑪ 豊田中央研究所

⑫ TOPPAN、大阪大学量子情報・量子生命研究センター（QIQB）

⑬ Dow Chemical

⑭ HyundAIMotor

⑮ Mercedes-Benz

⑯ Volkswagen Group、Xanadu

⑰ BMW

⑱ POSCO Holdings、Pasqal、Qunova Computing

⑲ Merck

⑳ 富士通、Atmonia

㉑ Airbus、BMW Group

㉒ Bosch

㉓ DIC

㉔ コーセー

㉕ 東レリサーチセンター

㉖ 物質・材料研究機構

㉗ Eni

㉘ E.ON

㉙ 京セラ

㉚ CLAAS

㉛ アイシングループ

㉜ Kyulux

㉝ SEMIジャパン
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1. 概要

2. 企業動向

① 富士通

② 横河電機

③ BIOVIA

④ ブルカージャパン

⑤ モルシス

⑥ Thermo Fisher Scientific Inc

⑦ Uncountable
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① トヨタ

② デンソー

③ TDK

④ パナソニック

⑤ 第一工業製薬

⑥ コニカミノルタ

⑦ 三井化学

⑧ 三井化学、日本IBM

⑨ 三井化学、日立製作所

⑩ 三井化学、CrowdChem

⑪ 住友化学

⑫ レゾナック（旧：昭和電工）

⑬ JSR

⑭ TOPPAN（旧：凸版印刷）

⑮ 日本ゼオン、アイデミー

⑯ 日本ゼオン

⑰ 本州化学

⑱ AGC

⑲ プロテリアル

⑳ 積水化学工業

㉑ 帝人

㉒ 花王

㉓ 日本ガイシ

㉔ Laboro.AI

㉕ カネカ

㉖ TBM

㉗ 積水化学工業、日立製作所

㉘ 三菱ガス化学

㉙ 日本触媒

㉚ 東ソー

㉛ ポリプラスチックス

㉜ 旭化成、住友化学、三井化学、三菱ケミカル

㉝ 旭化成

㉞ ENEOS

㉟ フジクラ
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㊱ 日本製鉄

㊲ JFEスチール

㊳ 神戸製鋼所

㊴ 日本製鉄、JFEHD、神戸製鋼所

㊵ DIC、感性AI

㊶ 明治

㊷ ライオン、日立製作所

㊸ ライオン

㊹ シード

㊺ Dataiku

㊻ 三重県工業研究所窯業研究室、伊藤忠テクノソリューシ

ョンズ（CTC）
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